
全日本テニス選手権大会
福井時代が始まった日

▲男子シングルス７度目の優勝
　（昭和63年）
� 写真提供：ベースボールマガジン社

▲昭和46年～58年
男子シングルス三連勝、ダブルス５回
優勝の神和住純

　� 撮影：越智和夫

▲昭和49年～51年
男子シングルス２回、ダブルス６回
優勝の坂井利郎

　� 写真提供：ベースボールマガジン社

▲九鬼潤は昭和55年に神和住を破り
　悲願の優勝を果たした
　� 写真提供：モダンテニス誌

　77年11月15日。晩秋のよく晴れた大阪・うつぼ公園だっ
た。小振りなコロシアムのセンターコートで福井烈の全日
本最多優勝は始まった。６－２、６－０、６－０。決勝で山本隆
生を破ったスコアである。22年からの大会の歴史で、５セッ
トマッチの決勝最少スコア（戦争中の42年大会とタイ）で、
福井の記録は滑り出した。20歳はこの時点で最年少優勝
記録でもあった。
　柳川商高でインターハイ３連覇を達成した福井は高校
卒業後、米国へ留学し、帰国しての出場だった。「日本選手
と２年間プレーしていない。だから優勝なんて考えられな
い。どれだけできるか」だったそうだ。しかし、ドローには
坂井利郎も神和住純も九鬼潤もいない。強豪の引退やプ
ロ転向で、時代の変わり目の大会。準々決勝の倉光哲戦
が大きなヤマで、粘り抜いてフルセットでここを突破した
後は一気呵成だった。後年、山本隆生と話した際、決勝経
験の差を挙げられたという。高校時代からインターハイ、
全日本ジュニアなど時々の頂点を競う場で磨かれた精神
面の差だったのだろう。
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▲福井は14歳の時には既に日本の“ホープ”として期待されていた（モダンテニスNo.14）
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しか記憶にない」と言う練習量で、俊敏なコートカバーか
ら切り返す堅守のテニスを完成させた。
　最後の全日本は91年。優勝する山本育史に準決勝で敗
れた。77年からの15年間で決勝進出８度、優勝７度。「Ｖ７
は自分の誇りであり、全日本への思い入れはすごくある。
選手、ファン、協会が、これからの選手にとって意義のある
大会にしていかなければならない。過去の優勝者全員に
責任がある」と語った。
　現在、選手からは、全日本は世界への通過点、との認識
しか感じさせない発言が漏れる。「将来的には世界で闘っ
た選手が戻ってきて日本のトップを決める大会になってほ
しい」。現在、日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）でリオデジャ
ネイロ五輪の強化をになう元「日本の顔」は、そんな風に
全日本を見ている。

　ただ、福井が本当の意味で日本チャンピオンを意識し
たのは、その２年後の全日本だという。プロへ門戸を開放
したオープン化元年である。舞台は再びうつぼ公園。決
勝の相手は九鬼潤。球足の極めて遅いうつぼのアンツー
カーで、九鬼のストローク力に２セットダウンした。第３セッ
トを奪ったものの、第４セットは４－５で九鬼にマッチポイン
ト。ここで開き直ったそうだ。「粘って負けるのはいや。思
いきりいこう」とネットに出る。九鬼のロブをスマッシュで
たたきつけて窮地を脱した。最終セットは九鬼にケイレン
が起こり、福井が３連覇を達成した。
　「あの大会が人生の分岐点。優勝したらプロになると
決めていた。駄目なら大学（中央大）を卒業して会社員プ
レーヤー。英語が話せたので、航空会社の海外駐在を考
えていた」。デ杯で日本を代表するプロは、ここが事実上
の出発点となった。170㌢に満たない体ながら「日々、練習 文：共同通信社編集委員　小沢 剛


